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【視点３】
単元を通した意図的・計画的な評価を次の指導に生かしていくための工夫改善

子どもの学力を、「知識・技能」の量のみではなく、「意欲・関心・態度」
や「思考・判断」を大切にしてとらえるとともに、評価規準を明確にし、
評価方法の工夫を図ることは、すなわち授業自体の改善である。学力を４
観点または５観点で考えると、観点それぞれを高める指導場面が必要であ
ることは言うまでもなく、指導したことについては、その成果と課題を評
価して次の指導に生かすことが大切である。評価の充実と授業改善は表裏
一体であり、我々教師は評価観の在り方を窓口にして授業そのもののあり
方を常に自己点検しながら、よりよい授業の構築に取り組む必要がある。

評価は評価をする時期によって、（１）診断的評価、（２）形成的評価、
（３）総括的評価の３つに分けることができる。意図的で計画的な評価を
しっかりと立て、指導し評価することによって評価に対する客観性や信頼
できるのである。

指導計画 評価計画

確かな学力

評価を指導に生かす

目標・評価規準の設定

診断的評価

形成的評価

（診断的評価）

形成的評価

総括的評価
次年度の計画に反映

評定につながる評価

指導の工夫・改善
定着・理解

指導の見直し

定着・理解

指導の見直し工夫・改善

計画に基づいて指導



- 20 -

（１）診断的評価…単元を指導する前に子ども達の興味・関心や既習事
項の定着などをとらえる評価。子どもの実態に応じた
指導計画を組み立て、より効果的な指導をするため

に行う。

（２）形成的評価…単元を指導する過程で、目標の実現状況を捉える評
価。子どもの一人一人の実現状況に応じ指導・支援す
るために行う。

（３）総括的評価…単元の終末に、単元の目標の実現状況をとらえる評価。
その単元の指導がねらい通り行われたかどうかをとら
え、その後の学習などに生かすために行う。

指導計画と評価計画を充実させるためには、指導内容や学習展開と評価
規準や評価の方法が一体となって構築されていなければならない。
すなわち「いつどこで（場面）・何を（観点）・どのように（方法）」評

価するのかということを指導計画に位置付ける必要がある。

（１）年間指導計画
実際に指導計画を立てるときに同時に評価計画も立てることで、
指導と評価を結びつけて考え評価がスムーズに行えるようにする
必要がある。

（２）単元の評価規準
年間指導計画・評価計画をより具体的に考えていくためには単元

の評価規準を考えることになる。単元を通しての身に付けさせたい
力を明確にするものである。

〈本単元の評価規準〉
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・ 数 の 構 成 や １ ０ の 補 ・ １ ８ ま で の 数 の 構 ・ １ １ ～ １ ８ か ら １ ・ １ １ ～ １ ８か ら
数 な ど の 学 習 経 験 を 生 成 や １ ０ の 補 数 に 着 位 数 を ひ い て 、 繰 り １ 位 数 を ひ い て、 繰
か し て 、 １ １ ～ １ ８ か 目 し て 計 算 の 仕 方 を 下 が り の あ る 減 法 計 り 下 が り の あ る減 法
ら １ 位 数 を ひ い て 繰 り 考える。 算ができる。 計 算 の し か た を理 解
下 が り の あ る 計 算 の し する。
か た を 進 ん で 考 え よ う

とする。

（↑学習指導委員会検証授業：単元名 小学１年「ひきざん」 より）

（３）単元の指導計画と評価計画
さらに具体的に考えていくには、一単位時間の指導計画と評価計

画を作ることになる。一単位時間の内容や目標、評価規準を作成す
ることで、より正確に子どもの実情をとらえ、指導に反映すること
ができる。また、指導のポイントを再確認することになり、評価を
スムーズに行うことにつながるのである。

関 話聞 書く 読む 言
７月 オツベルと象 ○ ノート 関心

○ ノート 読むウ

３．主題を考える。 ○ 朗読 言語ウ

学習指導要
領との関連

１．白象やオツベルに
とって何が大切なの
かを想像する。

１．場面の移り変わり
を考えながら、物語の
内容をとらえる。

２．作品の構成や展
開をとらえる。

２．表現や展開のおも
しろさを発見し、内容
を読み味わう。

１．作者について、他
の作品について詳しく
触れる。

１．オツベルと白
象の価値観やも
のの見方・考え
方の違いをとら
え、自分なりの
考えを持つ。
２．同様の表現
の繰り返しや語
り手の存在な
ど、作品の構成
の工夫に気付

評価の場面と
方法

３．語りの口調で
表現されている
ことに気付き、擬
声語や擬態語の
働きに気付く。

備考指導上の留意事項

国語科年間指導計画・評価計画
評価の観点

月 単元・教材 学習目標 学習活動 評価規準
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〈評価計画〉
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

１ こ れ か ら の 学 習 に 対 し て 、 意 既 習 事 項 を 生 か し な が ら 、 具 体

欲 と 見 通 し を 持 と う と し て い 物 の 操 作 を 行 い 答 え を 求 め る こ

る。 とができる。

（発表） （ワークシート・発表）

２ 具 体 物 を 操 作 し 、 自 分 の 考 え く り 下 が り の あ る ひ き 算 の し か

を 表 し 、 発 表 し よ う と し て い た に つ い て 、 １ ０ の ま と ま り に

る。 着目して考えている。

（ホワイトボード・発表） （ホワイトボード）

３・４ 減 加 法 に よ る 計 算 が 確 実 に で き 減数が８、７，６の場合でも、

る。 １０のまとまりから１位数を

〈指導計画〉（全１２時間／本時第２時）◎は本時
段階

(時数 ) 主な学習活動 評価規準・教師のかかわり

オ

リ

エ

ン ・「 食 べ る と 」 に 自 由 に 数 を あ て は め て 式 に ・既習内容の定着の確認

テ 表す。 ・既習内容が未定着の児童への支援

ー ・未習の計算を見つける。 ・具体物操作の補助

シ ・具体物を操作しながら、答えを求める。 関 ： こ れ か ら の 学 習 に 対 し て 、 意 欲 と 見 通

ョ ・ 既 習 の 計 算 と ど こ が 違 う の か 、 気 づ い た しを持とうとしている。

ン こ と を ま と め 、 取 り 方 を 工 夫 で き な い か 考 表 ： 既 習 事 項 を 生 か し な が ら 、 具 体 物 の 操

（１）え、次時の見通しをもつ。【補充】 作を行い答えを求めることができる。

（↑学習指導委員会検証授業：単元名 小学１年「ひきざん」 より）

その時間に重点としている評価規準に照らし合わせ、努力を要する
と評価した個への指導・支援の手だてをあらかじめ計画しておくこと
が必要になる。そうすることで、さらに指導と評価の一体化が図られ、
よりよい指導が展開されていくと考えられる。そこで、単元導入前に
は診断的評価、指導に当たっては形成的評価、そして単元終了時には
総括的評価を大切にしたい。
事前に既習を確認するレディネステストやレディネスチェックなど
の診断的評価をともに、実態にあった単元計画を行うことで子どもが
学びやすくなると考える。だが、実際に学習がスタートすると予想と
は違った姿が多く見られてくる。そこで、必要に応じてミニテストな
どの形成的評価を取り入れ、子どもの理解の度合を確かめ、状況によ
ってはフィードバックをしたり、あるいは次の関連の時にオーバーラ
ップして指導したりしながら励まし、子どものつまずききを取り除い
たり和らげたりして問題解決できるよう指導・支援をしていくことが
重要となるのである。単元終了時には、単元全体でどこまで学習内容
を把握できたかを総括的評価で見とり、必要があれば個に応じた補充
指導などを行っていく。
子どもの確かな学びのために、評価した内容を指導に反映させてい

くことが大切なのである。

評価を指導に生かすために重要なことは、子どもの学習状況を指導過程
の中で評価し、それを次の指導の改善に反映するということである。ここ
で言う評価とは、子どもの学習の評価の他に指導の評価もあわせて考えて
いかなくてはならない。
これら学習の評価、指導の評価を、日々の単元の指導に生かし、基礎・

基本の定着を図ることができる。さらに単元毎に指導を振り返り、次年度
の計画へ日々の評価を反映させていくことで指導と評価の連関性が深ま
り、スパイラル形式でつながって授業改善されていくことになるのである。
児童・生徒の実態に応じて、より学習内容を定着させていくためにも評

価と指導は切り離せないものである。子どもたちに基礎・基本を確実に定
着させるためにも、日々の実践の中で常に心がけていかなくてはならない。

はたらきもののりすさんは、どんぐりを１３こも集めました。たくさん集まったので、何個か

食べて、残りを土にうめようと思います。 
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実践例 レディネステスト

１００％

９０％

８０％

６６％ ６６％

８０％

８５％

７６％

７１％

５７％ ６６％

６６％

９０％
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実践例 算数指導案

本時の展開（２／１２）

段 学 習 活 動 ・教師の支援 ※留意点 【 】評価

階 《T １の動き》 《T ２の動き》

つ １．前時の復習をする。 ※前時の掲示物を用い ・前時の学習の振り

か ・未習のひき算を確かめる。 る。 返りがスムーズに

む ２．課題を把握する。 進むように児童へ

5 声かけをする。

分

３．見通しをもつ。

・３から９がひけないことに、着目する。 ※オリエンテーション

・前時を振り返り、工夫した取り方を考えることを確 で確認したことを振

認する。 り返られるようにす

る。

考 ４．自力解決 ※全員がホワイトボード ・活動用のホワイトボード

え ・ホワイトボードで具体物を操作し、９のとり方を考 を用いて、自由に表現 を提示する。

る える。 できるようにする。 ・活動の補助をし、その中

15 ・マーカーを用い、数字を使って表現する。 ※どんぐりの絵がかかれ での見取りをもとに、必

分 ア．１３から１つずつひいて、残りを数える。（か たマグネットを用いる。 要に応じて考え方につい

ぞえ作戦） （裏・表あり） ての個別支援をする。

□□□□■■■■■■ ・全体をまわり、声をか

■■■ ９８７６５４ けながら、それぞれの

３２１ 考え方を見取る。

イ．９を３と６に分けてひく。（ひきひき作戦）

□□□□■■■■■■

■■■ ６

３

ウ．１０のまとまりから９をひく。（ひきたし作戦）

□■■■■■■■■■

□□□ ９

・終わった児童は、プリントで別の方法を考える。

・近くの児童同士でお互いの考えを伝え合う。

ね ５．全体交流 ※児童の意見を、全体に ・発表者または発表

り ・ホワイトボードに書いた考えを説明する。 広げながら話し合いを を聞く側への支援

あ ・友達の考えと、同じなのか、少し違うのか、別の考 進める。 をする。

う えなのかに着目して、聞いたり、発表する。 ・ブロックでの操作と結 ・発表内容の理解が

20 ・それぞれの方法の良いところを話し合う。 びつけて説明できるよ 不十分な児童へ、

分 ・全体交流後に、自分がどの考え方なのか意思表示 うにする。 補助説明をする。

をする。 ※減加法のよさについて

もふれる。

ま ６．まとめる ※計算手順を確認しな ・児童の様子を見て、

と ・（ひきたしさくせん） がらまとめる。 計算手順について

め ※ネーミング（〇〇作 個別に補助説明を

る 戦）を考える。 する。

5 ※減々法も認めなが

分 ら、まずは、減加

・（ひきひきさくせん） 法について学習し

ていくことを伝え

７．次時の予告を聞く。 る。

１３－９のけいさんのしかたをかんがえよう。

１３－３＝１０
１０－６＝４

１０－９＝１
１＋３＝４

【評価場面】評価方法→ホワイトボード

[指導の具体的な手立て]
《１３－９の計算の仕方を考える場面》

☆「おおむね満足できる(B)と判断される状況」：１０のま

とまりに着目して、操作し、数字で表している。

■「十分満足できる(A)と判断できる児童」への具体的な手

立て：プリントを用いて、他の表現方法で表せるようにす

る。

■「努力を要する(C)と判断される児童」への具体的な手立

て：操作手順を声に出させて、９をとれるようにする。

１３－９＝４

１０ ３１３を１０と３にわける

１３－９＝４

３ ６

１０から９をひいて１ １と３で４
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